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●　
観　
光　
客　
数　
が　

史　
上　
最　
高　
を　
記　
録　

観　
光　
大　
臣　
エ　
ル　
カ　
ン　
・　
ム　
ム　
ジ　

ュ　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
は　
二　
○　
○　
○　
年　
に　

共　
和　
国　
史　
上　
初　
め　
て　
、　
一　
千　
万　
人　

台　
を　
突　
破　
し　
、　
一　
○　
四　
一　
二　
○　
○　

○　
人　
を　
記　
録　
し　
た　
こ　
と　
を　
発　
表　

し　
、　
こ　
の　
成　
功　
は　
ト　
ル　
コ　
の　
観　
光　

業　
の　
ダ　
イ　
ナ　
ミ　
ズ　
ム　
と　
エ　
ネ　
ル　
ギ　

ッ　
シ　
ュ　
な　
パ　
ワ　
ー　
に　
あ　
る　
と　
述　
べ　

て　
い　
る　
（　
下　
表　
）　。　

ム　
ム　
ジ　
ュ　
は　
、　
発　
表　
の　
中　
で　
、　

ト　
ル　
コ　
が　
世　
界　
の　
ツ　
ー　
リ　
ズ　
ム　
の　

中　
で　
、　
非　
常　
に　
優　
れ　
た　
可　
能　
性　
を　

持　
っ　
て　
い　
る　
国　
で　
あ　
る　
こ　
と　
に　
触　

れ　
た　
。　
ツ　
ー　
リ　
ス　
ト　
の　
数　
は　
、　
昨　

年　
よ　
り　
四　
○　
％　
増　
加　
し　
て　
お　
り　
、　

国　
別　
に　
は　
、　
Ｏ　
Ｅ　
Ｃ　
Ｄ　
諸　
国　
か　
ら　

の　
増　
加　
が　
目　
だ　
っ　
て　
い　
る　
と　
述　
べ　

た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
「　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
の　

料　
金　
が　
低　
く　
設　
定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
」　

と　
の　
意　
見　
に　
、　
「　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
に　

於　
け　
る　
、　
ま　
た　
海　
外　
に　
於　
け　
る　
ツ　

ー　
リ　
ズ　
ム　
の　
料　
金　
は　
、　
テ　
レ　
ビ　
を　

見　
れ　
ば　
す　
ぐ　
分　
か　
る　
こ　
と　
だ　
。　
こ　

れ　
を　
見　
れ　
ば　
ト　
ル　
コ　
が　
決　
し　
て　
世　

界　
で　
も　
安　
い　
国　
で　
な　
い　
こ　
と　
は　
明　

ら　
か　
だ　
。　
ま　
た　
、　
Ｏ　
Ｅ　
Ｃ　
Ｄ　
加　
盟　

国　
（　
＊　
１　
）　
か　
ら　
の　
旅　
行　
者　
が　
七　

○　
％　
も　
増　
え　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
も　
注　

目　
し　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
が　
、　
こ　
れ　
ら　

の　
国　
の　
人　
々　
の　
収　
入　
は　
二　
○　
○　
○　

ド　
ル　
を　
超　
え　
る　
。　
ト　
ル　
コ　
は　
低　
収　

入　
の　
ツ　
ー　
リ　
ス　
ト　
が　
バ　
カ　
ン　
ス　
で　

き　
る　
国　
で　
は　
な　
い　
」　
と　
反　
対　
し　
た　
。　

さ　
ら　
に　
、　
ト　
ル　
コ　
全　
国　
の　
四　
ツ　

星　
、　
五　
ツ　
星　
ク　
ラ　
ス　
の　
バ　
カ　
ン　
ス　

村　
が　
二　
○　
○　
○　
年　
ほ　
ぼ　
一　
○　
○　
％　

の　
稼　
働　
率　
を　
見　
せ　
た　
こ　
と　
に　
も　
触　

れ　
、　
「　
我　
々　
は　
、　
こ　
の　
ツ　
ー　
リ　
ス　

ト　
の　
増　
加　
率　
は　
五　
〜　
一　
○　
％　
の　
間　

で　
来　
年　
も　
続　
く　
と　
見　
て　
い　
る　
。　
一　

昨　
年　
七　
四　
八　
七　
○　
○　
○　
人　
の　
ツ　
ー　

リ　
ス　
ト　
を　
迎　
え　
た　
が　
、　
内　
訳　
は　
、　

ド　
イ　
ツ　
人　
二　
二　
七　
六　
○　
○　
○　
人　
。　

こ　
れ　
も　
六　
三　
・　
九　
％　
の　
増　
加　
率　
。　

イ　
ギ　
リ　
ス　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
、　
フ　
ラ　
ン　

ス　
と　
続　
い　
て　
い　
る　
。　
他　
、　
オ　
ラ　
ン　

ダ　
、　
ブ　
ル　
ガ　
リ　
ア　
、　
イ　
ラ　
ン　
、　
イ　

ス　
ラ　
エ　
ル　
。　
東　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
か　
ら　

訪　
れ　
る　
人　
々　
も　
増　
加　
し　
て　
い　
る　
こ　

と　
を　
述　
べ　
て　
い　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
バ　
カ　
ン　
ス　
は　

分　
割　
払　
い　
で　

ト　
ル　
コ　
旅　
行　
代　
理　
店　
連　
合　

（　

）　
は　
、　
昨　
年　
二　

○　
○　
○　
年　
前　
半　
の　
八　
ヶ　
月　
間　
に　
、　

加　
盟　
の　
旅　
行　
代　
理　
店　
で　
、　

旅　
行　
を　
手　
配　
し　
た　
ト　
ル　
コ　
人　
四　
一　

八　
八　
八　
七　
人　
を　
対　
象　
に　
統　
計　
を　
出　

し　
た　
。　
そ　
れ　
に　
よ　
る　
と　
旅　
行　
客　
の　

七　
六　
％　
が　
、　
支　
払　
い　
を　
分　
割　
払　
い　

の　
ク　
レ　
ジ　
ッ　
ト　
カ　
ー　
ド　
で　
行　
い　
、　

現　
金　
一　
括　
払　
い　
を　
行　
っ　
た　
客　
は　
わ　

ず　
か　
二　
二　
・　
六　
％　
に　
留　
ま　
っ　
た　
。　

ま　
た　
、　
ク　
レ　
ジ　
ッ　
ト　
カ　
ー　
ド　
分　
割　

払　
い　
組　
が　
希　
望　
す　
る　
の　
は　
、　
バ　
カ　

ン　
ス　
村　
か　
、　
五　
ツ　
星　
ホ　
テ　
ル　
で　
、　

食　
事　
か　
ら　
施　
設　
使　
用　
料　
を　
全　
て　
込　

み　
の　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
好　
ん　
で　
い　
る　
。　

＊　
一　
年　
の　
う　
ち　
で　
何　
月　
に　
休　
暇　
を　

と　
り　
た　
い　
か　
？　

一　
位　
八　
月　

％　
）　、　
二　
位　

七　
月　

％　
、　
三　
位　
六　
月　

％　

＊　
ど　
こ　
に　
行　
き　
た　
い　
か　
？　

一　
位　

地　
中　
海　
（　

％　
）　、　
二　
位　

エ　
ー　
ゲ　
海　
（　

％　
）　、　
三　
位　

中　

部　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
地　
方　
（　

％　
）　
四　

位　
マ　
ル　
マ　
ラ　
海　
地　
方　
（　

％　
）　

の　
調　
査　
は　
ト　
ル　
コ　
人　

が　
贅　
沢　
好　
き　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
示　
し　

て　
お　
り　
、　
旅　
行　
代　
理　
店　
経　
由　
で　
バ　

カ　
ン　
ス　
を　
申　
し　
込　
む　
人　
々　
の　
ほ　
と　

ん　
ど　
が　
五　
ツ　
星　
ク　
ラ　
ス　
の　
ホ　
テ　
ル　

を　
希　
望　
す　
る　
の　
に　
対　
し　
、　
三　
ツ　
星　

ク　
ラ　
ス　
の　
ホ　
テ　
ル　
を　
希　
望　
す　
る　

人　
々　
は　
、　
全　
体　
の　
わ　
ず　
か　
二　
％　
を　

占　
め　
た　
と　
述　
べ　
て　
い　
る　
。　
交　
通　
手　

段　
は　
、　
自　
分　
の　
車　
で　
と　
い　
う　
人　
が　

多　
い　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
こ　
れ　
は　
、　
ト　
ル　

コ　
人　
の　
中　
で　
も　
旅　
行　
代　
理　
店　
で　
旅　

行　
を　
申　
し　
込　
め　
る　
裕　
福　
な　
人　
々　
の　

傾　
向　
。　
そ　
う　
で　
な　
い　
ト　
ル　
コ　
の　

人　
々　
の　
人　
気　
は　
や　
は　
り　
、　
海　
辺　
の　

ピ　
ク　
ニ　
ッ　
ク　
だ　
ろ　
う　
。　

（　

紙　
）　

●　
砂　
糖　
祭　
の　

交　
通　
事　
故　
　　

年　
末　
が　
砂　
糖　
祭　
に　
続　
き　
、　
連　
休　

今どきのトルコ
慌ただしく断食月を終え、砂糖祭と年明けを同時に迎えたトルコ。

今年は暖冬で、例年に珍しい冬の太陽がトルコに降り注いでいる。

さて、今どきのトルコでは、どんな出来事が起こっているのだろう。

最近のトルコ情報

1963 198

1964 229

1965 361

1966 449

1967 574

1968 602

1969 694

1970 724

1971 926

1972 1,034

1973 1,341

1974 1,110

1975 1,540

1976 1,675

1977 1,661

1978 1,644

1979 1,523

1980 1,288

1981 1,405

1982 1,391

1983 1,625

1984 2,117

1985 2,614

1986 2,391

1987 2,855

1988 4,172

1989 4,459

1990 5,389

1991 5,517

1992 7,076

1993 6,500

1994 6,670

1995 7,726

1996 8,614

1997 9,689

1998 9,752

1999 7,464
2000 10,412

外国人観光客数（年／人数：千人）

＊1：経済協力開発機構　Organization for Economic Cooperation and Development 
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と　
な　
っ　
た　
ト　
ル　
コ　
で　
は　
、　
連　
休　
を　

故　
郷　
で　
迎　
え　
た　
り　
、　
休　
み　
を　
利　
用　

し　
て　
バ　
カ　
ン　
ス　
に　
出　
か　
け　
る　
国　
民　

へ　
く　
れ　
ぐ　
れ　
も　
交　
通　
事　
故　
を　
起　
さ　

ぬ　
よ　
う　
に　
と　
呼　
び　
か　
け　
が　
警　
視　
庁　

か　
ら　
出　
さ　
れ　
た　
。　

一　
○　
日　
間　
の　
休　
み　
の　
間　
に　
出　
た　

結　
果　
は　
、　
死　
亡　
者　
一　
九　
五　
人　
、　
負　

傷　
者　
三　
六　
九　
人　
。　
そ　
れ　
で　
も　
、　
例　

年　
に　
比　
べ　
て　
減　
少　
し　
て　
い　
る　
と　
発　

表　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
ト　
ル　
コ　
の　

ミ　
レ　
ニ　
ウ　
ム　
ミ　
サ　

二　
○　
○　
○　
年　
一　
二　
月　
二　
五　
日　
、　

イ　
エ　
ス　
・　
キ　
リ　
ス　
ト　
の　
生　
誕　
二　
○　

○　
○　
年　
を　
祝　
っ　
て　
「　
ミ　
レ　
ニ　
ウ　

ム　
・　
ミ　
サ　
」　
を　
行　
う　
為　
、　
シ　
リ　
ア　
、　

セ　
ル　
ビ　
ア　
、　
ル　
ー　
マ　
ニ　
ア　
、　
ブ　
ル　

ガ　
リ　
ア　
、　
グ　
ル　
ジ　
ア　
、　
ギ　
リ　
シ　
ャ　
、　

ポ　
ー　
ラ　
ン　
ド　
、　
ア　
ル　
バ　
ニ　
ア　
、　
チ　

ェ　
コ　
、　
フ　
ィ　
ン　
ラ　
ン　
ド　
、　
エ　
ス　
ト　

ニ　
ア　
等　
、　
世　
界　
各　
国　
か　
ら　
ギ　
リ　
シ　

ャ　
正　
教　
の　
指　
導　
者　
や　
代　
表　
者　
一　
二　

人　
が　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
金　
閣　
湾　

沿　
い　
の　
フ　
ェ　
ネ　
ル　
・　
パ　
ト　
リ　
ッ　
ク　

ハ　
ー　
ネ　
ス　
ィ　
に　
集　
ま　
っ　
た　
。　
こ　
れ　

は　
一　
九　
九　
二　
年　
に　
行　
わ　
れ　
た　
ミ　
サ　

に　
つ　
ぐ　
盛　
大　
な　
ミ　
サ　
と　
な　
っ　
た　
。　

ミ　
サ　
は　
、　
フ　
ェ　
ネ　
ル　
正　
教　
会　
の　

総　
主　
教　
バ　
ル　
ト　
ロ　
メ　
オ　
ス　
に　
よ　
っ　

て　
ト　
ル　
コ　
語　
と　
ギ　
リ　
シ　
ャ　
語　
で　
行　

わ　
れ　
、　
ギ　
リ　
シ　
ャ　
の　
Ｅ　
Ｒ　
Ｔ　
局　
、　

ル　
ー　
マ　
ニ　
ア　
の　
Ｔ　
Ｖ　
Ｒ　
局　
に　
よ　
っ　

て　
生　
放　
送　
さ　
れ　
た　
他　
、　
外　
国　
人　
報　

道　
者　
も　
多　
く　
訪　
れ　
た　
。　

バ　
ル　
ト　
ロ　
メ　
オ　
ス　
総　
主　
教　
は　
、　

「　
神　
聖　
な　
る　
イ　
ス　
ラ　
ム　
教　
の　
断　
食　

祭　
の　
期　
間　
に　
、　
我　
々　
キ　
リ　
ス　
ト　
教　

の　
ミ　
サ　
を　
行　
う　
こ　
と　
を　
許　
可　
し　
て　

下　
さ　
っ　
た　
文　
化　
省　
を　
は　
じ　
め　
と　
す　

る　
関　
係　
者　
の　
方　
々　
の　
寛　
容　
な　
精　
神　

に　
心　
か　
ら　
感　
謝　
の　
気　
持　
ち　
を　
述　

べ　
、　
人　
間　
を　
お　
つ　
く　
り　
に　
な　
っ　
た　

神　
が　
皆　
様　
の　
健　
康　
と　
幸　
せ　
を　
お　
恵　

み　
与　
え　
下　
さ　
る　
こ　
と　
を　
心　
か　
ら　
お　

祈　
り　
し　
ま　
す　
。　
こ　
の　
行　
為　
は　
寛　
容　

の　
象　
徴　
で　
あ　
り　
、　
巡　
礼　
を　
目　
的　
と　

す　
る　
観　
光　
に　
対　
す　
る　
観　
念　
が　
、　
い　

か　
に　
変　
化　
し　
た　
か　
を　
示　
し　
て　
い　
る　

と　
言　
え　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
親　
愛　
な　
る　

イ　
ス　
ラ　
ム　
教　
徒　
達　
よ　
、　
ギ　
リ　
シ　
ャ　

正　
教　
徒　
と　
し　
て　
貴　
方　
達　
に　
メ　
ッ　
セ　

ー　
ジ　
を　
送　
り　
ま　
す　
。　
神　
聖　
な　
断　
食　

祭　
を　
祝　
い　
、　
愛　
と　
尊　
敬　
を　
捧　
げ　
ま　

す　
。　
全　
世　
界　
で　
友　
好　
と　
平　
和　
が　
続　

く　
こ　
と　
を　
」　
と　
述　
べ　
た　
。　

そ　
の　
後　
、　
聖　
教　
者　
達　
は　
、　
ニ　
ケ　

ー　
ア　
の　
宗　
教　
会　
議　
（　

）　

で　
知　
ら　
れ　
る　
イ　
ズ　
ニ　
ッ　
ク　
に　
あ　
る　

ア　
ヤ　
ソ　
フ　
ィ　
ア　
教　
会　
を　
訪　
れ　
、　
や　

は　
り　
各　
国　
か　
ら　
訪　
れ　
た　
信　
者　
と　
共　

に　
ミ　
サ　
を　
行　
っ　
た　
。　

●　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　

二　
○　
○　
八　
年　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
は　
二　
○　
○　
八　
年　

の　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
開　
催　
地　
に　
立　
候　

補　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
初　
め　
て　
の　

こ　
と　
で　
は　
な　
く　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

は　
過　
去　
一　
○　
年　
以　
上　
に　
わ　
た　
っ　

て　
、　
立　
候　
補　
の　
名　
乗　
り　
を　
あ　
げ　
て　

い　
る　
。　
今　
回　
ま　
た　
し　
て　
も　
、　
七　
年　

後　
の　
二　
○　
○　
八　
年　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　

に　
向　
け　
て　
、　
名　
乗　
り　
を　
あ　
げ　
た　
ト　

ル　
コ　
の　
為　
に　
、　
二　
○　
○　
一　
年　
三　
月　

二　
○　
日　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
審　
査　
委　
員　

会　
が　
、　
現　
地　
調　
査　
に　
訪　
れ　
る　
こ　
と　

に　
な　
っ　
た　
。　
委　
員　
会　
は　
、　
イ　
ス　
タ　

ン　
ブ　
ル　
に　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
を　
開　
催　

す　
る　
に　
適　
切　
か　
否　
か　
を　
調　
査　
す　
る　

と　
共　
に　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
市　
民　
が　

心　
か　
ら　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
を　
望　
ん　
で　

い　
る　
か　
と　
い　
う　
点　
も　
調　
査　
す　
る　
。　

さ　
て　
、　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
は　
、　
イ　

ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
に　
何　
を　
も　
た　
ら　
す　
の　

で　
あ　
ろ　
う　
か　
？　

・　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
が　
活　
発　
に　
な　
る　

・　
一　
七　
億　
ド　
ル　
の　
投　
資　
に　
よ　
っ　

て　
、　
一　
九　
○　
億　
ド　
ル　
を　
得　
ら　
れ　
る　

・　
七　
年　
の　
間　
に　
一　
七　
万　
人　
に　
仕　
事　

を　
与　
え　
ら　
れ　
る　
。　

・　
二　
五　
○　
万　
人　
観　
光　
客　
が　
増　
加　

・　
年　
間　
収　
入　
が　
増　
え　
る　

・　
社　
会　
環　
境　
設　
備　
が　
良　
く　
な　
る　

イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
市　
は　
急　
遽　
、　
垂　

れ　
幕　
、　
ポ　
ス　
タ　
ー　
、　
旗　
等　
で　
、　
町　

の　
オ　
リ　
ン　
ピ　
ッ　
ク　
ム　
ー　
ド　
を　
盛　
り　

上　
げ　
よ　
う　
と　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
を　
始　

め　
た　
が　
、　
実　
際　
の　
と　
こ　
ろ　
市　
民　
の　

反　
応　
は　
い　
ま　
一　
つ　
で　
あ　
る　
。　

（　

紙　
）　

●　
新　
空　
港　
完　
成　

年　
明　
け　
の　
一　
月　
八　
日　
イ　
ス　
タ　
ン　

ブ　
ル　
の　
ア　
ジ　
ア　
側　
ク　
ル　
ト　
キ　
ョ　
イ　

に　
五　
億　
五　
千　
万　
ド　
ル　
を　
か　
け　
て　
サ　

ビ　
ハ　
・　
ギ　
ョ　
ク　
チ　
ェ　
ン　
空　
港　
が　
完　

フェネル・ギリシャ正教会に集まった総主教達。
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成　
し　
た　
。　
現　
在　
運　
行　
さ　
れ　
て　
い　
る　

線　
は　
、　
ア　
ン　
カ　
ラ　
の　
エ　
セ　
ン　
ボ　
ア　

空　
港　
間　
の　
み　
で　
、　
毎　
日　
朝　
晩　
各　
空　

港　
か　
ら　
一　
便　
ず　
つ　
飛　
ん　
で　
い　
る　

他　
、　
月　
、　
火　
、　
水　
、　
金　
、　
土　
曜　
日　

に　
は　
、　
夕　
刻　
に　
も　
各　
空　
港　
か　
ら　
便　

が　
あ　
る　
。　
将　
来　
的　
に　
は　
、　
国　
内　
の　

一　
○　
箇　
所　
の　
空　
港　
に　
も　
線　
を　
増　
や　

し　
、　
国　
外　
線　
は　
、　
ド　
イ　
ツ　
、　
ロ　
シ　

ア　
へ　
の　
チ　
ャ　
ー　
タ　
ー　
便　
、　
貨　
物　
便　
、　

メ　
ッ　
カ　
へ　
の　
巡　
礼　
に　
向　
か　
う　
ツ　
ア　

ー　
便　
等　
に　
も　
利　
用　
す　
る　
こ　
と　
が　
計　

画　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

サ　
ビ　
ハ　
・　
ギ　
ョ　
ク　
チ　
ェ　
ン　
空　
港　

の　
建　
設　
中　
に　
、　
現　
存　
の　
イ　
ス　
タ　
ン　

ブ　
ル　
・　
ア　
タ　
ト　
ゥ　
ル　
ク　
国　
際　
空　
港　

の　
新　
タ　
ー　
ミ　
ナ　
ル　
が　
異　
例　
の　
早　
さ　

で　
完　
成　
し　
た　
為　
、　
建　
設　
当　
初　
か　
ら　

言　
わ　
れ　
て　
い　
た　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

へ　
新　
し　
い　
空　
港　
は　
必　
要　
で　
は　
な　

い　
、　
空　
港　
の　
建　
設　
地　
が　
適　
当　
で　
な　

い　
等　
と　
の　
批　
判　
の　
声　
が　
高　
く　
な　
っ　

て　
い　
る　
。　

●　
新　
交　
通　
網　
計　
画　

二　
二　
年　

二　
○　
○　
○　
年　
九　
月　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　

ル　
の　
新　
市　
街　
に　
新　
メ　
ト　
ロ　
が　
完　
成　

し　
た　
の　
は　
記　
憶　
に　
新　
し　
い　
。　
イ　
ス　

タ　
ン　
ブ　
ル　
市　
は　
、　
現　
在　
工　
事　
中　
の　

三　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
の　
他　
、　
今　
後　
二　

二　
年　
間　
の　
間　
に　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
で　

の　
六　
つ　
の　
新　
交　
通　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　

が　
あ　
る　
こ　
と　
を　
発　
表　
し　
た　
。　
こ　
れ　

は　
共　
和　
国　
建　
国　
一　
○　
○　
周　
年　
に　
あ　

た　
る　
二　
○　
二　
三　
年　
の　
記　
念　
プ　
ロ　
ジ　

ェ　
ク　
ト　
と　
し　
て　
計　
画　
さ　
れ　
、　
ヨ　
ー　

ロ　
ッ　
パ　
大　
陸　
側　
の　
ア　
タ　
ト　
ゥ　
ル　
ク　

国　
際　
空　
港　
と　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　

中　
心　
部　
、　
ア　
ジ　
ア　
側　
の　
サ　
ビ　
ハ　
・　

ギ　
ョ　
ク　
チ　
ェ　
ン　
空　
港　
を　
結　
ぶ　
線　
を　

中　
心　
と　
し　
て　
、　
各　
方　
面　
へ　
の　
交　
通　

網　
を　
充　
実　
さ　
せ　
て　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　

標　
に　
し　
て　
い　
る　
。　

そ　
の　
中　
で　
も　
、　
エ　
セ　
ン　
レ　
ル　
・　

オ　
ト　
ガ　
ル　
〜　
バ　
ー　
ジ　
ュ　
ラ　
ル　
〜　
マ　

フ　
ム　
ッ　
ト　
ベ　
イ　
、　
ア　
ク　
サ　
ラ　
イ　
〜　

ス　
ル　
タ　
ン　
チ　
フ　
チ　
リ　
ィ　
、　
エ　
ミ　
ノ　

ニ　
ュ　
〜　
ゼ　
イ　
テ　
ィ　
ン　
ブ　
ル　
ヌ　
線　
は　

二　
年　
、　
ア　
ジ　
ア　
側　
ハ　
レ　
ム　
〜　
カ　
ル　

タ　
ル　
線　
は　
四　
年　
の　
間　
に　
完　
成　
が　
予　

定　
さ　
れ　
て　
い　
る　
短　
期　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　

ト　
で　
あ　
る　
。　

●　
乙　
女　

　　
ク　
ズ　
　　

の　
塔　

ク　
レ　
ス　
ィ　

展　
望　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　

「　
ク　
ズ　
・　
ク　
レ　
ス　
ィ　
」　
と　
し　

て　
知　
ら　
れ　
、　
ウ　
ス　
キ　
ュ　
ダ　
ル　
の　
沖　

あ　
い　
に　
立　
つ　
灯　
台　
「　
乙　
女　
の　
塔　
」　

は　
、　
長　
い　
間　
放　
置　
さ　
れ　
て　
い　
た　
が　
、　

昨　
年　
の　
秋　
、　
改　
修　
工　
事　
が　
終　
り　
、　

展　
望　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
と　
し　
て　
オ　
ー　
プ　

ン　
し　
た　
。　
金　
閣　
湾　
、　
マ　
ル　
マ　
ラ　
海　
、　

ボ　
ス　
ポ　
ラ　
ス　
海　
峡　
を　
多　
く　
の　
船　
が　

行　
き　
交　
う　
交　
通　
の　
要　
所　
に　
あ　
り　
、　

対　
岸　
に　
ト　
プ　
カ　
プ　
の　
宮　
殿　
岬　
や　
、　

ブ　
ル　
ー　
モ　
ス　
ク　
、　
ア　
ヤ　
ソ　
フ　
ィ　
ア　

を　
眺　
め　
る　
ロ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
は　
最　
高　

で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
海　
の　
真　
中　
に　
立　
つ　
灯　
台　
へ　

の　
サ　
ー　
ビ　
ス　
は　
、　
一　
番　
近　
い　
ア　
ジ　

ア　
側　
の　
サ　
ラ　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　
か　
ら　
は　
ピ　

ス　
ト　
ン　
送　
迎　
で　
随　
時　
わ　
た　
り　
船　
が　

出　
て　
い　
る　
他　
、　
オ　
ル　
タ　
キ　
ョ　
イ　
発　

（　

、　
戻　

り　
（　

、　

ト　
プ　
カ　
プ　
宮　
殿　
岬　
（　
セ　
ペ　
ッ　
チ　
レ　

ル　
カ　
ス　
ル　
）　
発　
（　

）　、　
戻　
り　
（　

の　
便　
が　
あ　
り　
、　
帰　
り　
は　
、　
好　
き　
な　

場　
所　
に　
降　
り　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

月　
、　
火　
曜　
日　
は　
休　
業　
。　
他　
毎　
日　

一　
一　
時　
か　
ら　
一　
九　
時　
ま　
で　
軽　
食　
サ　

ー　
ビ　
ス　
が　
あ　
り　
、　
行　
き　
帰　
り　
の　
船　

の　
チ　
ケ　
ッ　
ト　
代　
、　
サ　
ラ　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　

往　
復　
三　
百　
万　
Ｔ　
Ｌ　
、　
オ　
ル　
タ　
キ　
ョ　

イ　
、　
宮　
殿　
岬　
往　
復　
四　
百　
万　
Ｔ　
Ｌ　
に　

は　
、　
乙　
女　
の　
塔　
で　
の　
ワ　
ン　
ド　
リ　
ン　

ク　
料　
も　
含　
ま　
れ　
て　
い　
る　
。　

ま　
た　
、　
日　
、　
月　
、　
火　
曜　
日　
以　
外　

は　
二　
○　
時　
半　
か　
ら　
一　
時　
半　
ま　
で　
、　

オ　
ル　
タ　
キ　
ョ　
イ　
と　
サ　
ラ　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　

か　
ら　
夜　
の　
送　
迎　
サ　
ー　
ビ　
ス　
も　
行　
わ　

れ　
、　
塔　
内　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
・　
レ　
ア　

ン　
ド　
ロ　
ス　
で　
は　
、　
夕　
食　
時　
に　
生　
演　

奏　
も　
行　
わ　
れ　
る　
。　（　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　

予　
約　
及　
び　
お　
問　
い　
合　
わ　
せ　
／　

）　

こ　
れ　
か　
ら　
の　
季　
節　
、　
違　
っ　
た　
角　

度　
か　
ら　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
眺　
望　
を　

楽　
し　
め　
る　
。　

bir baflka ‹stanbul G ü n d e m

サビハ・ギョクチェン新空港。

観光の新名所「乙女の塔」


